
令和５年３月定例教育委員会会議録  

 

 令和５年２月２４日 定例熊谷市教育委員会を熊谷市役所３階３０３会議室

に招集する。 

 

○ 出席者 

  野原  晃、加藤 道子、松島 佳代子、大石 聡一、小林 敏宏 

○ 出席事務局 

  教育次長         権田 宣行 

  教育総務課長       長谷川 和博 

  学校教育課長       爪川 由美子 

社会教育課長       野村 和弘 

社会教育課文化財保護・ 

市史編さん担当副参事   吉野 健 

  教育総務課副課長     浅見 弘江 

  教育総務課主事      浅見 柚妃 

   

１３時３０分 ３月定例教育委員会開会 

教育長から、令和５年３月定例熊谷市教育委員会の開会の宣言があり、傍聴希望

者がいないことの確認があった。 

２月定例教育委員会の会議録については、出席委員全員の承認を得た。 

教育長が、本日の会議の会議録署名人に加藤委員を指名した。 
 

日程第１（報告第３－１号）寄附申出について 

教育総務課長から、令和５年１月１１日から令和５年２月１０日までに、ポーラ

イト株式会社から教育振興のためとして、妻沼西中学校に陸上競技用ユニフォーム

１６着を、太田小学校に逆上がり補助板２台を、また匿名を希望される方より熊谷

図書館に美術品として絵画ほか７点と歴史資料として板石塔婆２基を、故プラネタ

リウム館職員の御子息である寺本夏雄氏から故人の遺志により電子観望用機材等

を、それぞれ寄附申出いただいたとの報告があった。 
 

日程第１（報告第３－２号）３月教育委員会行事予定について 

 教育総務課長から、３月３１日に学校教職員退職者感謝状贈呈式と３月臨時教育

委員会を熊谷西小学校体育館で、４月３日に学校教職員辞令伝達式と４月定例教育

委員会を同じく熊谷西小学校体育館で開催を予定しているとの報告があった。 

 

 

 



 

 

日程第１（報告第３－３号）３月市議会定例会における教育委員会関連の議案の概

要について 

教育総務課長から、市議会における教育委員会関連の議案について説明があっ

た。 

初めに、補正予算の歳出として、昨年１２月の定例教育委員会で報告をした寄附

金１００万円を育英資金貸付基金に繰り出す「育英資金貸付事業」、熊谷東小学

校、久下小学校、長井小学校、富士見中学校、中条中学校トイレの洋式化等改修工

事を行う「トイレ整備事業」、指定管理者制度を導入している教育委員会所管の４

施設において、エネルギー価格の高騰に伴う光熱水費不足相当分を支援する「社会

教育施設運営支援事業」、本年度発注した新学校給食センター整備に係る基本計画

策定業務について、仕様変更に伴い予算額を減額する「新熊谷学校給食センター整

備事業」について、それぞれ説明があった。 

なお、小・中学校の「トイレ整備事業」は、国の補助金追加交付決定に対応する

ため、翌年度に予定していた事業を今年度事業として前倒しして計上するもので、

その全額を翌年度に繰り越すとの説明があった。 

次に、補正予算の歳入では、国から交付された「学校施設環境改善交付金」、県

から委託されたカリキュラムマネジメント研究に係る「教育費委託金」、令和４年

１０月から１２月までに受け入れた寄附金及びふるさと納税を受け入れる「熊谷教

育推進寄附金」、「トイレ整備事業」の財源として借り入れる「学校施設整備事業

債」について歳入補正するとの説明があった。 

 

日程第１（報告第３－４号）令和５年度教育関係予算主要事業について 

教育総務課長から、令和５年度教育関係予算主要事業について説明があった。 

令和５年度は、本市の第２次総合振興計画後期基本計画がスタートする年で、教

育委員会所管分の予算については、７つ目の政策、「地域に根ざした教育・文化の

まち」に位置付けられているとの説明があった。 

 各事業については、専門のインストラクターによる泳力向上のための校外方式水

泳授業に新たに４校を追加する「校外方式水泳授業導入事業」、老朽化した校舎の

外壁改修や屋上防水工事等を計画的に実施する「校舎大規模改造事業」、公民館の

有効活用を図るため老朽化した施設の耐震診断や大規模修繕工事等を計画的に実施

する「公民館修繕等推進事業」の説明があった。 

そのほか、歴史文化遺産の保護と継承のため、本市にゆかりのある著名作家の美

術品や歴史資料等を購入し、企画展などで公開する「美術品等購入事業」、本市を

代表する偉人である熊谷次郎直実・法力房蓮生法師に関する様々なエピソードを親

しみやすいマンガ形式で紹介するための「「直実・蓮生物語」マンガ制作事業」、視

覚障害者への読書環境の整備のため、音声自動読み上げにより視覚障害者が独力で



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書を行うことができる電子図書館サービスを導入し、図書館のバリアフリー化を

推進する「図書館アクセシビリティ事業」、老朽化している熊谷文化会館の舞台・

音響設備を改修するための「熊谷文化会館設備改修事業」について説明があった。 

 

日程第１（報告第３－５号）公益財団法人熊谷市文化振興財団令和５年度事業計

画書について 

社会教育課長から、公益財団法人熊谷市文化振興財団の事業計画書及び収支予算

書について説明があった。 

事業計画の主なものとして、公益目的事業では、交響楽団等の育成事業、芸術文

化活動における参加促進のための事業、舞台芸術等の鑑賞事業を計画しており、収

益目的事業では、施設の貸館や図書館業務の受託が主な内容であるとの説明があっ

た。 

なお、当該計画書は、３月市議会定例会において、地方自治法に基づき報告する

もので、財団の理事会及び評議会において、既に議決済みであるとの説明があっ

た。 

 

日程第１（報告第３－６号）教育長職務代理者の指名について 

教育総務課長から、令和５年４月１日からの教育長職務代理者について、教育長

が、松島佳代子委員を指名したとの報告があった。 

 

日程第２（議案第９号）市指定文化財候補の調査実施に係る熊谷市文化財保護審

議会への諮問ついて 

文化財保護・市史編さん担当副参事から、本議案は、「（仮称）熊谷市戦災遺産

群」と「（仮称）根岸家関連資料」について、熊谷市文化財保護条例第４条（文化

財保護審議会）及び熊谷市文化財保護審議会規則第２条（調査委員）に基づき、熊

谷市文化財保護審議会に対し、市指定文化財候補として調査、審議することを諮問

するものであるとの説明があった。 

（議案は原案どおり可決） 
 
 

（その他）後援等承認決定した事業一覧について 

 教育総務課長から、令和５年１月１６日から令和５年２月１５日までに、後援等

承認決定した事業が１３件あったとの報告があった。 
 

（その他）学校統合の進捗状況について 

 教育総務課長から、成田星宮小学校の開校について、また男沼小学校、太田小学

校、妻沼南小の統合準備について、それぞれ進捗状況の報告があった。 
 



 （その他）令和５年度教育委員会開催日程の変更について 

 教育総務課長から、令和５年度教育委員会開催日程の変更について説明があっ

た。 
 

（その他）卒業式の告示について 

 学校教育課長から、小・中学校の卒業式における告示に関することや、国・県

から方針が示されたマスク取扱いに関する基本的な考え方を踏まえ、本市もマス

クを外すことを基本とすることについて説明があった。 

 

（その他）いじめ問題専門委員会について 

 学校教育課長から、いじめ問題専門委員会設置について説明があった。 

 

日程第２（議案第１０号）～（議案第１３号） 

 （非公開） 

 （議案は、原案どおり可決） 

 

 

 ほかに報告はなく、教育長の宣言により、令和５年３月定例熊谷市教育委員会

を閉会した。 

 

（１５時００分 閉会） 

 

 

 署名     教育長   野原  晃        

 

 

                 委 員   加藤 道子        

 

 


